










に「論太原事状三件」を上奏した。この「太原」とは、当時太原に拠点を置い いた河東節度使をさす。唐代の河東道は、国都長安や東都洛陽 近いだけでなく、北方 遊牧民族がいるモンゴル高原とも接していた。八世紀初めより突厥の侵入が激化すると、その対策として、唐朝は河東北部にも多数の軍や守捉兵を配置し、景雲二年（七七一）には、諸軍を統轄するため 太原 治所とする節度使を設置
し、 開元六年（七一八）に河東節度使が成立したのである。　
しかし、安史の乱後、河東節度使には対北方防衛の拠点




からの批判を受け、元和四年に交替させられた。また、范希朝は厳綬の二代後の藩帥であるが、わずか一年で交替となっている。 輔光とは、 李輔光のことである。 新旧両 『唐書』に列伝はないが、 彼の墓誌によれば、 貞元十一年（七九五）に監軍となり、病に倒れた藩帥 説に代わって藩政を掌握し、以後、四代十五年にわたって藩政支配を続けた人物である。白居易の「論太原事状三件」は 宦官李輔光による藩政支配を終わらせ、また李輔光に 政を任せきりにしていた厳綬から別の人物を藩帥に選ぶよう求めたものである。もう一人の「貞亮」とは、劉貞亮 ことで、憲宗擁立に功績があった宦官である。 「論太原事状三件」によれば、李輔光の後任として、彼が河東節度使の監軍 候補に挙げられていたことがわかる。
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